
物
流
、医
療
、観
光
を

強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
、東

北
の
太
平
洋
沿
岸
部
は
津
波
に
よ
り
壊

滅
的
な
状
況
に
陥
り
、南
北
を
縦
貫
す

る
主
要
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
。い
ち
早
く

動
い
た
の
は
建
設
業
界
だ
っ
た
。余
震
や

津
波
の
再
来
襲
が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、内

陸
部
の
か
ろ
う
じ
て
被
災
を
免
れ
た
道

を
探
し
な
が
ら
縦
走
。そ
こ
か
ら
東
へ
向

け
お
び
た
だ
し
い
瓦
礫
を
退
け
、幾
本
も

の
救
援
ル
ー
ト
を
啓
開
し
た
。「
く
し
の

歯
作
戦
」。主
に
国
道
四
号
線
か
ら
延
び

る
啓
開
道
路
が
く・

・し
の
よ
う
に
見
え
た

こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
た
。

　

道
路
は
ま
さ
し
く
東
北
の
復
興
を
震

災
直
後
か
ら
支
え
続
け
て
き
た
。復
興
道

路
、復
興
支
援
道
路
は
そ
の
象
徴
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

三
陸
沿
岸
道
路
は
二
〇
二
〇
年
末
ま

で
に
約
八
五
％
が
供
用
さ
れ
て
い
る
。こ

の
道
路
が
開
通
す
る
と
、仙
台
～
宮
古
間

が
約
三
時
間
半
、宮
古
～
八
戸
間
が
約

二
時
間
と
な
り
、こ
れ
ま
で
八
時
間
半
か

か
っ
て
い
た
仙
台
～
八
戸
間
の
所
要
時

間
は
三
時
間
以
上
も
短
縮
さ
れ
る
。顕
著

な
効
果
は
物
流
の
効
率
化
だ
。岩
手
県
の

道
は
つ
な
ぐ

陸
と
海
を 

現
在
と
未
来
を

復
興
道
路
全
線
開
通
へ
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

　
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
〇
年
、
発
災
直
後
か
ら
東
北
の
再
興
を

リ
ー
ド
し
て
き
た「
復
興
道
路
」「
復
興
支
援
道
路
」の
全
線
開
通
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
。

　
道
が
な
け
れ
ば
何
も
始
ま
ら
な
い
。
国
は
二
〇
一
一
年
の
年
末
ま
で
に
補
正
予
算
を
成
立
さ

せ
、
宮
城
県
の
仙
台
か
ら
青
森
県
の
八
戸
を
縦
貫
す
る
三
陸
沿
岸
道
路
三
五
九
㌔
㍍
を
復
興
道

路
と
し
て
、
宮
古
盛
岡
横
断
道
路
、
東
北
横
断
自
動
車
道
釡
石
秋
田
線
、
東
北
中
央
自
動
車
道

を
復
興
支
援
道
路
と
し
て
事
業
化
し
、
集
中
的
に
整
備
を
進
め
て
き
た
。
そ
の
全
長
約
五
七
〇

㌔
㍍
の
道
路
網
が
二
〇
二
一
年
中
に
全
線
開
通
す
る
見
込
み
だ
。

　
建
設
業
界
が
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
き
た
未
曽
有
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
ゴ
ー
ル
は
す
ぐ

そ
こ
だ
。
そ
の
経
緯
を
概
観
し
な
が
ら
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
沿
線
の
町
を
訪
ね
た
。
真
新
し
い
道

路
の
先
に
希
望
の
光
と
新
た
な
扉
が
見
え
て
く
る
。

2

特　集

文： 槌田波留基

真新しい復興道路が東北各地を結ぶ
（撮影： 中原一隆）
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故
が
頻
発
す
る
区く

ざ
か
い界

峠
を
回
避
し
、安

定
し
た
走
行
を
実
現
す
る
。特
筆
す
べ
き

は
三
陸
沿
岸
道
路
と
同
様
、救
急
搬
送

機
能
の
向
上
だ
。現
状
の
国
道
一
〇
六

号
線
沿
線
地
域
の
救
急
搬
送
で
は
、実

に
約
九
割
の
管
外
搬
送
先
を
盛
岡
市
が

占
め
て
い
る
。宮
古
市
か
ら
盛
岡
市
の
岩

手
医
科
大
学
附
属
病
院
へ
、開
通
前
に
は

一
二
七
分
か
か
っ
て
い
た
所
要
時
間
が
、

全
線
開
通
後
に
は
八
七
分
に
な
る
。一
刻

を
争
う
状
況
で
約
四
〇
分
の
時
間
短
縮

は
大
き
い
。 

ま
た
、宮
古
と
盛
岡
は
多
く

の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
有
す
る
が
、冬
季
に

こ
の
両
拠
点
を
合
わ
せ
て
訪
問
す
る
こ

と
は
、悪
路
を
走
行
す
る
必
要
も
あ
り
敬

釜
石
港
を
利
用
す
る
企
業
の
数
や
コ
ン

テ
ナ
の
取
扱
量
は
過
去
最
多
を
記
録
し

た
。輸
送
時
間
の
短
縮
、効
率
化
だ
け
で

は
な
く
、道
路
の
高
機
能
化
に
比
例
し
て

水
産
物
等
の
品
質
向
上
も
図
ら
れ
る
。

　

ま
た
、救
急
医
療
施
設
へ
の
搬
送
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
、災
害
時
に
は
寸

断
さ
れ
た
沿
岸
部
の
国
道
の
代
替
路
と

な
り
、被
災
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
向
上
す

る
。三
陸
沿
岸
道
路
は
救
命
救
助
、被
災

時
の
復
旧
活
動
の
要
路
に
な
る
。

　

二
〇
一
九
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
は
釜
石
市
の
釜
石
鵜う

の
す
ま
い

住
居
復

興
ス
タ
ジ
ア
ム
が
東
北
唯
一
の
開
催
地

と
な
っ
た
。道
路
整
備
に
よ
り
ス
タ
ジ
ア

ム
と
空
港
、駅
、宿
泊
施
設
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、世
界
的
な
イ
ベ

ン
ト
の
成
功
を
力
強
く
後
押
し
し
た
。

　

東
北
最
長
の
斜
張
橋
と
な
る
気
仙
沼

湾
横
断
橋
は
、世
界
三
大
漁
場
の
一
つ

で
あ
る
宮
城
県
の
気
仙
沼
漁
港
を
起
点

と
す
る
輸
送
機
能
の
要
だ
。海
上
に
架

か
る
こ
の
橋
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
計

画
も
あ
る
。そ
の
雄
姿
が
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

岩
手
県
を
東
西
に
つ
な
ぐ
宮
古
盛
岡

横
断
道
路
も
全
線
開
通
が
近
い
。急
カ
ー

ブ
や
急
勾
配
が
多
く
、冬
季
は
重
大
事

遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。横
断
道
路
は
冬
で

も
内
陸
と
沿
岸
の
観
光
流
動
を
活
性
化

さ
せ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

「
一
日
で
も
早
く
」を
実
現
す
る

建
設
業
界
の
挑
戦
と
矜
持

　

復
興
道
路
、復
興
支
援
道
路
の
整
備

は
東
北
復
興
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
、そ
の
総
事
業

費
は
お
よ
そ
二
兆
円
と
さ
れ
て
い
る
。本

誌
で
は
こ
れ
ま
で
こ
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
様
々
な
視
点
か
ら
取
材
し
て
き
た
。

そ
の
な
か
で
必
ず
聞
こ
え
て
き
た
の
が

「
一
日
で
も
早
く
」と
い
う
声
だ
っ
た
。

あ
る
橋
梁
工
事
現
場
の
所
長
は
、地
元

の
お
年
寄
り
か
ら「
自
分
が
生
き
て
い
る

う
ち
に
こ
の
橋
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」と
言
葉
を
か
け
ら

れ
、胸
に
迫
る
も
の
が
あ
っ
た
と
明
か
し

て
く
れ
た
。

　

そ
の「
早
く
」を
達
成
す
る
た
め
、関

係
機
関
の
調
整
業
務
や
進
行
管
理
を
発

注
者
と
民
間
技
術
者
が
チ
ー
ム
を
結
成

し
て
協
働
す
る
Ｐ
Ｐ
Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）

方
式
や
、発
注
者
が
事
業
計
画
の
立
案

と
基
本
設
計
を
行
い
、施
工
者
が
そ
の

後
の
調
査
、実
施
設
計
、施
工
を
一
括
し

て
担
う
Ｃ
Ｍ（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）方
式
と
い
っ
た
新
し
い

事
業
ス
キ
ー
ム
に
も
取
り
組
ん
だ
。果
敢

に
挑
戦
し
た
展
開
手
法
が
、劇
的
と
も

言
え
る
短
期
施
工
を
実
現
し
た
こ
と
は

確
か
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
、「
命
の
道
」と
い
う
言
葉

も
印
象
に
残
る
。被
災
者
の
日
常
、生
命

を
つ
な
ぐ
道
路
は
、ま
さ
し
く
太
く
て
大

き
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
違
い
な
い
。加
え

て
、癒
し
が
た
い
傷
を
負
っ
た
東
北
そ
の

も
の
の
、こ
の
地
の「
命
」の
蘇
生
を
目

指
す
。土
木
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
た

ち
が
発
す
る「
命
の
道
」と
い
う
言
葉
に

は
、そ
う
し
た
想
い
が
に
じ
ん
で
い
た
よ

う
に
も
思
い
返
さ
れ
る
。

　

こ
の
一
〇
年
間
の
取
材
を
通
し
て
実

感
で
き
た
の
は
、イ
ン
フ
ラ
整
備
の
大
き

な
成
果
だ
。同
時
に
、東
北
復
興
は
未
だ

道
半
ば
と
い
う
現
実
も
見
え
て
き
た
。道

が
、橋
が
、ト
ン
ネ
ル
が
結
ば
れ
な
い
限

り
前
に
進
む
こ
と
は
難
し
い
は
ず
だ
。

　

二
〇
二
一
年
三
月
で
、震
災
か
ら
一
〇

年
が
経
過
す
る
。復
興
道
路
、復
興
支
援

道
路
の
沿
線
で
挑
戦
を
続
け
る
東
北
の

町
々
を
訪
ね
る
と
、幾
つ
も
の
再
生
の
萌

芽
と
出
逢
う
こ
と
が
で
き
た
。

東日本
大震災前

全線
開通後

仙台市

八戸市

宮古市

気仙沼市

三
陸
沿
岸
道
路
359
km

8時間35分

5時間28分

2時間50分

227
km

113
km

仙台市

八戸市

宮古市

気仙沼市

三
陸
沿
岸
道
路
359
km

227
km

113
km

227
km

113
km

227
km

113
km

5時間13分

3時間29分

1時間59分

■ 開通区間
■ 未開通区間
■ その他の高速道路

復興道路･復興支援道路

青森県

八戸JCT 階上IC

侍浜IC

久慈IC

普代IC

宮古中央IC

八戸IC
八戸北IC

七戸IC

安代JCT

青森IC 青森東IC

小坂JCT

浪岡IC

岩手県

宮城県

福島県

花巻JCT

唐桑南IC
気仙沼
中央IC

宮古南IC

盛岡IC

岩泉龍泉洞IC
田野畑南IC

手
代
森
IC

釜石JCT

登米IC

桃生豊里IC

築館IC

利府JCT 仙台港北IC

仙台若林JCT

富谷JCT

村田JCT

仙台南IC

岩沼IC
白石IC

相馬IC

霊
山
IC

北上JCT

東和IC

遠
野
住
田
IC

釜
石
仙
人
峠
IC

通岡IC

三陸IC

唐桑小原木IC

志津川IC

登
米
東
和
IC

N

青森県

八戸JCT 階上IC

侍浜IC

久慈IC

普代IC

宮古中央IC

八戸IC
八戸北IC

七戸IC

安代JCT

青森IC 青森東IC

小坂JCT

浪岡IC

岩手県

宮城県

福島県

花巻JCT

唐桑南IC
気仙沼
中央IC

宮古南IC

盛岡IC

岩泉龍泉洞IC
田野畑南IC

手
代
森
IC

釜石JCT

登米IC

桃生豊里IC

築館IC

利府JCT 仙台港北IC

仙台若林JCT

富谷JCT

村田JCT

仙台南IC

岩沼IC
白石IC

相馬IC

霊
山
IC

会津若松IC

北上JCT

東和IC

遠
野
住
田
IC

釜
石
仙
人
峠
IC

通岡IC
三陸IC

唐桑小原木IC

志津川IC

登
米
東
和
IC

N
東日本
大震災前

仙台市

八戸市

宮古市

気仙沼市

三
陸
沿
岸
道
路
359
km

8時間35分

5時間28分

2時間50分

227
km

113
km

仙台市

八戸市

宮古市

気仙沼市

三
陸
沿
岸
道
路

宮古盛岡横断道路 359
km

227
km

113
km

227
km

113
km

227
km

113
km

5時間13分

3時間29分

1時間59分

3時間20分短縮

2時間短縮

1時間短縮

■ 開通区間
■ 未開通区間
■ その他の高速道路

復興道路･復興支援道路

全線
開通後

（国土交通省東北地方整備局Webサイト「復興道路・復興支援道路」を基に作成）

釜石港利用企業数・コンテナ取扱量の推移 資料：釜石市

■県外(利用企業地域)　■沿岸(利用企業地域)　■内陸(利用企業地域)　　■　コンテナ取扱量
※2015年は復興建設発生土の輸送分（2,066TEU）を除いた値
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10,000

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

利用企業数
（社）

コンテナ取扱量
（TEU）

1 3 8

20
28 31

45

14

35

75

84

31 35

84
9,292

7,608

3,724

2,772

2,3542,631
2,036

1,759

7,608

3,724

2,772

2,3542,631
2,036

1,759

68 114 256

岩手医科大学附属病院
（高度救命救急センター含）

60%県立中央病院
23%

盛岡赤十字病院
13%

県立釜石病院
2%

盛岡方面その他
2%

合計件数
48件

※国道106号沿線地域
　宮古消防署・新里分署・川井分署
　冬期：H31.1～3月、R1.11～12月
　資料：宮古地区広域行政組合消防本部搬送実績

宮古地域からの
管外搬送先９割以上が

盛岡市の病院

（国土交通省東北地方整備局Webサイト「復興道路・復興支援道路」を基に作成）

（国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所発表資料を基に作成）

2013年1月号（上）で本誌が訪れたのは、岩手県大船渡市にある三陸
沿岸道路・吉浜道路の建設現場。大船渡市越喜来（おきらい）から吉
浜を結ぶ3.6kmの自動車専用道路だ。早期の道路開通を目指して懸
命な作業が続いていた。2015年1月号（下2点）では、宮古盛岡横断
道路・新区界トンネルの建設現場をたずねた。「道路の復旧がすべて
ではないが、『道』がなければ何も始めることができない」と語った所長の
言葉が心に残る。

宮古市内国道106号線沿線地域の宮古地区外への冬期搬送状況

道をつなぎ、復興を支える

2020年12月、試験的にライトアップされた気仙沼湾横断橋（撮影： 西山芳一）

2013年

2015年
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る
と
わ
ず
か
に
登
坂
し
て
い
る
感
覚
が

あ
る
も
の
の
ほ
と
ん
ど
気
に
な
ら
な
い
。

か
つ
て
の
蛇
行
を
思
う
と
隔
世
の
感
が

あ
る
。

　

六
年
ほ
ど
前
に
岩
手
県
内
最
長
の
新

区
界
ト
ン
ネ
ル
の
現
場
を
取
材
し
た
際
、

所
長
は
こ
う
語
っ
て
い
た
。「
道
路
は
血

管
の
よ
う
な
も
の
。そ
こ
に
人
流
と
物
流

と
い
う
健
康
な
血
液
を
通
す
。そ
の
目
的

を
果
た
す
た
め
、全
国
か
ら
多
彩
な
技
術

を
持
つ
職
人
さ
ん
た
ち
が
集
結
し
ま
し

た
。こ
の
現
場
か
ら
は
東
北
復
興
に
携
わ

る
意
気
込
み
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
」。

　

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
は
二
〇
二
〇
年

度
内
の
全
線
開
通
を
目
指
し
て
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。建
設
業
界
の「
意
気

込
み
」が
実
を
結
ぶ
日
は
近
い
。

宮
古
の
活
気
が
息
づ
く

町
の
台
所

　

二
〇
一
八
年
に
完
成
し
た
宮
古
市
庁

舎
一
階
の
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
一
角

に
防
災
プ
ラ
ザ
が
あ
る
。写
真
パ
ネ
ル
や

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
、模
型
な
ど
で
震

災
の
記
憶
を
留
め
る
。防
災
・
減
災
に
向

け
た
意
識
の
喚
起
を
目
的
と
し
た
施
設

だ
。明
る
く
て
静
か
な
空
間
の
な
か
で
、

来
庁
者
が
時
折
足
を
止
め
て
展
示
物
に

目
を
落
と
し
て
い
た
。

　

打
っ
て
変
わ
っ
て
賑
や
か
な
空
気
に

満
ち
て
い
る
の
が
、庁
舎
か
ら
徒
歩
七
～

八
分
の
所
に
あ
る「
宮
古
市
魚
菜
市
場
」

だ
。こ
の
宮
古
の
台
所
に
は
多
く
の
観
光

客
も
足
を
運
ぶ
。買
っ
た
食
材
を
そ
の
場

で
焼
き
な
が
ら
食
べ
る
こ
と
も
で
き
る
魚

菜
広
場
が
人
気
だ
。二
〇
一
九
年
の
春
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、場
内

の
中
央
に
設
け
ら
れ
た
生
産
者
売
り
場

の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
振
り
ま
く
元
気

は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。

内
陸
を
結
ぶ

最
難
関
が
開
通

　

二
〇
二
〇
年
末
、岩
手
県
の
盛
岡
市

と
宮
古
市
を
東
西
に
結
ぶ
国
道
一
〇
六

号
線
の
八
㌔
㍍
に
及
ぶ
区
界
道
路
が
開

通
し
た
。整
備
が
佳
境
を
迎
え
て
い
る

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
の
最
難
関
と
言
わ

れ
て
い
る
区
間
で
、二
〇
一
一
年
か
ら

復
興
支
援
道
路
と
し
て
国
が
直
轄
代
行

で
進
め
て
き
た
自
動
車
専
用
道
路
だ
。

国
道
一
〇
六
号
線
の
区
界
峠
は
五
％

超
の
急
勾
配
が
七
カ
所
、急
カ
ー
ブ
が

二
一
カ
所
と
い
う
難
所
だ
っ
た
。本
誌
で

も
過
去
に
何
度
か
こ
の
エ
リ
ア
を
取
材

で
訪
れ
て
い
る
が
、こ
の
蛇
行
す
る
道
路

を
走
る
た
び
に
少
な
か
ら
ず
体
力
を
奪

わ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。し
か
し
、宮
古
と

盛
岡
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
こ
の
道
路
し
か

な
か
っ
た
。

　

こ
の
峠
を
越
え
る
新
し
い
ル
ー
ト
が
、

四
、九
九
八
㍍
の
新
区
界
ト
ン
ネ
ル
と

一
、五
七
六
㍍
の
梁や

な
が
わ川

ト
ン
ネ
ル
だ
。ピ

カ
ピ
カ
の
新
設
道
路
を
走
っ
て
み
た
。

ル
ー
ト
を
直
線
化
し
た
こ
と
で
そ
の
距

離
を
四・
八
㌔
㍍
、時
間
に
し
て
八
分
ほ

ど
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。勾
配
も

四
％
に
軽
減
さ
れ
、盛
岡
方
面
か
ら
走

八戸JCT

花巻JCT花巻JCT

釜石JCT釜石JCT

仙台港北IC仙台港北IC

東北横断自動車道
釜石秋田線
東北横断自動車道
釜石秋田線

田老田老

宮古宮古

女川女川
石巻石巻東松島東松島

区界道路

宮古盛岡横断道路

八戸
自動
車道

三
陸
沿
岸
道
路

東
北
自
動
車
道

盛岡南IC 宮古中央IC

N

復興の軌跡を辿り
東北の今を知る
拓かれた道路を前へ
次のステージへ進む

※P10-13の撮影： 特記以外は西山芳一

宮古市庁舎ロビーの防災プラザ。クイズスタイルなどの工夫を凝らした展示が特徴的だ。

岩手県内陸部の盛岡市、沿岸部の宮古市には観光資源が集中する。両市を
結ぶ観光動線がこの宮古盛岡横断道路だ。年々増加傾向にある木材を出荷
する産業道路としても欠かせないルートになる。救急搬送においても大幅な
時間短縮を実現すると同時に、急勾配、急カーブを走らざるを得なかった救
急車も、より安定した走行が可能となる。宮古盛岡横断道路は命をつなぐ道
でもある。

地元密着型の市場は元気な声が飛び交う。春には花見かきや山菜、夏から
秋は生うに、松茸。冬は名産の新巻鮭。三陸の山海で獲れた自慢の食材を並
べ、来場者を温かく迎えてくれる。

待望の道がつながる 新区界トンネル

賑わいを見せる 宮古市魚菜市場

宮古盛岡横断道路は全線開通間近。各所で最後の仕上げが急ピッチで進ん
でいた。

宮
古
市
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かつてはＸ字型の 「万里の長城」と呼ばれた二重の防潮堤が田老の町を護っていた。しかし、世界でも類を見ないこの長城が、東日本大震災の津波で崩
壊。真新しい防潮堤の傍らに壊れた防潮堤の跡が残っていた。震災遺構に指定された「たろう観光ホテル」が見守るなか、復旧工事が最終段階を迎えている。

新しい海の防壁で町を護る

田
老
地
区

町
の「
目
玉
」を
発
信
し
た
い

　

間
も
な
く
完
全
復
旧
す
る
宮
古
市

田た
ろ
う老
地
区
の
防
潮
堤
の
後
背
地
に
は
、町

の
拠
点
と
な
る「
道
の
駅
た
ろ
う
」が
あ

る
。二
〇
〇
八
年
四
月
に
本
格
オ
ー
プ
ン

し
た
施
設
で
、地
元
産
品
の
直
売
所
や
食

堂
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、ド
ッ
グ
ラ

ン
な
ど
が
入
居
す
る
田
老
地
区
の
復
興

の
シ
ン
ボ
ル
だ
。こ
こ
で
出
会
っ
た
宮
古

市
田
老
総
合
事
務
所
の
山
本
千
香
さ
ん

に
お
話
を
伺
っ
た
。「
田
老
の
賑
わ
い
は

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
途
上

で
す
。で
も
田
老
は
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
非

常
に
高
い
と
こ
ろ
で
す
。そ
の
魅
力
を
い

か
に
伝
え
る
か
、発
信
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
」。

　

宮
古
盛
岡
横
断
道
路
な
ど
基
幹
道
路

の
開
通
に
期
待
を
寄
せ
る
一
方
で
、田
老

か
ら
の
人
の
流
出
に
も
気
を
配
る
必
要

が
あ
る
と
こ
う
話
す
。「
田
老
の『
目
玉
』

に
な
る
何
か
を
探
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。今
後
は
地
引
網
漁
な
ど
の
体
験
型
の

イ
ベ
ン
ト
や
、埋
も
れ
て
い
る
観
光
資
源

の
掘
り
起
こ
し
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
で
す
ね
」。

　

道
の
駅
、町
の
拠
点
と
い
う
ハ
ー
ド
面

が
整
備
さ
れ
た
。今
後
は
田
老
の
魅
力
、

情
報
発
信
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
強
化
が

テ
ー
マ
に
な
る
。

な
り
わ
い
と
地
域
の

更
な
る
再
建
を

　

道
の
駅
の
正
面
で
懐
か
し
い
人
と
会
う

こ
と
が
で
き
た
。田
中
菓
子
舗
の
ご
主
人
、

田
中
和わ

し
ち七

さ
ん
だ
。五
年
前
、プ
レ
ハ
ブ

の
仮
設
商
店
街「
た
ろ
ち
ゃ
ん
ハ
ウ
ス
」

を
訪
ね
た
時
は
、よ
う
や
く
沿
岸
部
の
新

し
い
店
舗
の
建
設
エ
リ
ア
が
整
備
さ
れ
、

「
本
設
店
舗
は
未
来
へ
の
足
掛
か
り
に
な

る
」と
破
顔
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
。し

か
し
、当
時
の
心
持
ち
を
こ
う
明
か
す
。

「
具
体
的
な
立
地
や
住
所
も
決
ま
っ
て
お

ら
ず
、資
金
的
に
も
と
て
も
厳
し
か
っ
た

で
す
。希
望
を
失
い
か
け
て
い
た
頃
で
も

あ
り
ま
し
た
」。そ
れ
で
も
前
を
向
い
た
。

「
新
し
い
区
画
で
場
所
が
決
ま
り
、再
建

と
い
う
目
的
が
明
確
に
な
る
に
つ
れ
、前

に
進
む
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
」。

　

新
し
い
店
舗
は
二
年
半
前
に
オ
ー
プ

ン
。自
慢
の「
田
老
か
り
ん
と
う
」の
人
気

は
変
わ
ら
な
い
。「
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た

仮
設
商
店
組
合
は
震
災
か
ら
一
〇
年
を

目
途
に
新
た
な
方
向
性
を
模
索
し
て
い
ま

す
。そ
れ
は
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
こ
の

地
で
創
っ
て
い
こ
う
と
い
う
試
み
で
も
あ

り
ま
す
」と
、田
中
さ
ん
は
温
か
く
笑
い

な
が
ら
話
し
て
く
れ
た
。

かつては横浜在住だったが、
ボランティアを機に田老に惚
れ込み、昨年移住した山本
さん。「三陸沿岸道路や宮古
盛岡横断道路の開通、道の
駅の開業などインフラの整
備が進んでいます。田老をこ
の地域、東北の交流拠点に
しようと頑張っています」。昨
年の台風やコロナ禍さえも
バネにして田老の魅力を発
信していきたいと話す。

宮古市 田老総合事務所 
地域振興課

山本 千香 さん

道の駅たろう

田中菓子舗の田中和七さんと奥様の
和気子さん。変わらない笑顔が嬉しい。
震災前は3店舗あったが、この店が新た
な出発点になる。「うちももう少しで創業
100年です。その時は何か区切りになる
ことをやってみたいといろいろ考えてい
るところです」と話す。愛娘も店を切り盛
りするようになり、元気な笑顔を見せて
いる。

田中菓子舗　田中 和七 さん

２階部分まで完全に流出した「たろう観光ホテル」が新しい防潮堤を
見守る。

本誌2016年1月号より（取材は2015年）

田老を護ってきたかつての防潮堤の跡

防災集団移転促進事業として森林を伐採し、山
を切り、大規模な高台造成が行われた三王団地。
2015年から住宅の建築が可能となった。現在はほ
ぼすべての区画が引き渡され、約160 戸の住宅が
建ち並ぶ。ここでも新しいコミュニティが生まれつ
つある。 

スタートラインに立つ市街
新たなコミュニティが生まれる

2016年

2020年
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道はつなぐ  陸と海を  現在と未来を



※P14-19の撮影： 特記以外は中原一隆

高台に移転した住宅エリアと女川駅、中心街をつなぐように女川町新庁舎
が建設された。「シーパルピア女川」は週末ともなると多くの来訪者で活況
を呈する。被災当時の小学生が詠んだ「女川は流されたのでない 生まれ変
わるんだ」という詩に込められた想いが、現実のものになろうとしている。

賑わいをつなぐ　シ―パルピア女川　

一
九
七
八
年
に
建
て
ら
れ
た
Ｒ
Ｃ
造
二

階
建
て
が
完
全
に
横
転
し
、基
礎
杭
が

水
平
方
向
に
露
出
し
て
い
る
。文
字
通
り

根
こ
そ
ぎ
津
波
に
倒
さ
れ
た
状
況
が
わ

か
る
。多
く
の
来
訪
者
で
賑
わ
う
商
業
施

設
の
隣
で
こ
れ
か
ら
も
震
災
の
記
憶
を

生
々
し
く
留
め
続
け
る
貴
重
な
遺
構
だ
。

生
ま
れ
変
わ
っ
た

女
川
の
顔

　

改
め
て
山
側
に
目
を
向
け
る
と
、高

台
の
住
宅
地
と
海
側
の
商
業
施
設
を
つ

な
ぐ
立
地
に
女
川
町
役
場
が
見
え
る
。

か
つ
て
本
誌
が
訪
れ
た
際
の
庁
舎
は
、

小
学
校
の
駐
車
場
に
建
て
ら
れ
た
プ
レ

ハ
ブ
の
仮
設
庁
舎
だ
っ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。 

　

二
〇
一
八
年
九
月
に
完
成
し
た
新
庁

舎
は
地
上
三
階
、地
下
一
階
の
Ｓ
造
で
、

被
災
し
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、保
健
セ

ン
タ
ー
、子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
集
約

し
た
。子
ど
も
向
け
の
図
書
館「
ち
ゃ
っ

こ
い
絵
本
館
」と
一
般
向
け
の「
女
川

つ
な
が
る
図
書
館
」も
新
設
さ
れ
た
。約

四
五
、〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
の
う
ち
八
割
は

全
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

　

庁
舎
の
再
建
を
担
っ
た
施
工
会
社
は
、

設
計
に
当
た
り
庁
舎
の
機
能
、用
途
ご
と

に
分
節
し
た
機
能
ゾ
ー
ン
を
、女
川
湾
の

眺
望
を
重
視
し
て
配
置
、構
成
し
た
と
い

う
。見
上
げ
る
庁
舎
の
雄
姿
は
ま
さ
し
く

女
川
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
佇

ま
い
だ
。

女
川
町

復
興
を
果
た
し
た

ま
ち
の
玄
関

　

宮
城
県
の
女お

な
が
わ川
は
復
興
ま
ち
づ
く
り

の
お
手
本
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。女
川
駅

前
商
業
エ
リ
ア
は
観
光
客
か
ら
地
元
市

民
、社
会
科
見
学
の
学
生
服
の
中
学
生

た
ち
で
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。

　

真
新
し
い
女
川
駅
は
Ｊ
Ｒ
石
巻
線
の

終
着
駅
だ
。か
つ
て
は
海
か
ら
二
〇
〇

㍍
ほ
ど
の
地
点
に
あ
っ
た
が
、震
災
後

に
高
台
へ
移
転
し
た
。二
〇
一
五
年
三

月
に
は
駅
周
辺
の「
ま
ち
び
ら
き
」に
合

わ
せ
、タ
ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
の
再
建
を
果

た
し
た
。

　

駅
舎
は
建
築
家
の
坂
茂
氏
の
設
計
に

よ
る
。町
鳥
で
あ
る
ウ
ミ
ネ
コ
の
羽
ば
た

き
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
大
屋
根
が
印
象
的

だ
。駅
舎
内
に
は
温
泉
施
設「
女
川
温
泉

ゆ
ぽ
っ
ぽ
」が
あ
り
、旅
の
疲
れ
を
癒
し

て
く
れ
る
。

賑
わ
い
の
な
か
に

震
災
の
記
憶

　

駅
か
ら
海
側
に
は
テ
ナ
ン
ト
型
商
業

施
設「
シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
」が
伸
び

る
。解
放
感
に
満
ち
た
レ
ン
ガ
道
沿
い

に
は
ミ
ニ
ス
ー
パ
ー
や
観
光
施
設
、飲
食

店
、工
房
な
ど
が
出
店
し
て
い
る
。両
サ

イ
ド
の
店
舗
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い
る
と
、

す
ぐ
近
く
の
漁
港
で
揚
が
っ
た
魚
介
や

農
産
品
な
ど
女
川
な
ら
で
は
の
物
産
を

積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
各

店
舗
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　

シ
ー
パ
ル
ピ
ア
女
川
と
そ
の
先
の
漁

港
の
中
間
に
は
、横
倒
し
に
な
っ
た
建

物
が
あ
る
。震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
旧
女
川
交
番
だ
。

震災直後に旧女川第一中学校の生徒と地域住民
が協働し、沿岸部に設置した石碑は全21基。「ここ
は、津波が到達した地点なので、絶対に移動させな
いでください」と刻まれたメッセージに切実な想い
がにじむ。震災の教訓を「1000年先まで」残そうとす
る強い意志が伝わってきた。

刻まれる想いと教訓
女川いのちの石碑

旧女川交番

女川では、国内初となるCM方式を取り入れた「女川町震災復興事業」により、宅地造成、区画整理などが行われた。東日本大震災から3年を
迎える直前、 2014年3月号で本誌が訪れた女川は造成工事の真っただ中。右上の誌面内、中央から左奥に向かって続くスロープの先が、現在、
女川町新庁舎が建つ場所だ。時折雪が舞う中、行き来する重機を背景に取材に応じてくれた現場所長は「町の期待に必ず応えたい」と力を込
めていた。それから1年後、2015年3月の女川駅開業を皮切りに、造成された土地に新庁舎や商業施設、住宅が次 と々建設され、新たな市街地が
形成された。

CM方式による市街地の復興

女川町新庁舎JR 女川駅・女川温泉ゆぽっぽJR 石巻線の女川駅ホーム

北西上空より女川町中心部を臨む

2020年 2014年
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「ホエールタウンおしか」には、クジラの生態や特徴を学ぶ「 おしかホエールランド」や、牡鹿の歴史、自然環境を紹介する「牡鹿半島ビジターセンター」などが入る。企
画展やクラフト体験などを随時開催することでリピーターを増やしている。

新たに生まれた 出会いと交流・学びの場　ホエールタウンおしか

整
備
事
業
と
し
て
四
・
五
㌶
に
わ
た
っ
て

造
成
工
事
が
行
わ
れ
た
。生
ま
れ
変
わ
っ

た
港
湾
部
に
新
た
な
観
光
・
交
流
拠
点

が
整
備
さ
れ
、ま
ち
づ
く
り
に
一
役
買
っ

て
い
る
。

施
設
の
整
備
建
設
が

目
的
で
は
な
い

　

石
巻
市
街
地
南
部
の
南
浜
地
区
で
は

「
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園
」の
整

備
が
佳
境
を
迎
え
て
い
た
。約
四
〇
㌶
と

い
う
広
大
な
敷
地
。国
と
宮
城
県
、石
巻

市
の
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、中
心
部
に

は
国
営
の
追
悼
・
祈
念
施
設
が
整
備
さ

れ
る
。一
帯
が
市
街
化
さ
れ
る
前
の
湿
地

や
樹
林
地
を
復
元
し
、南
浜
の
原
風
景
を

再
現
す
る
と
と
も
に
、震
災
前
の
街
の
記

憶
と
し
て
街
路
の
形
を
保
存
す
る
計
画

だ
と
い
う
。

　

整
備
現
場
に
隣
接
し
て
震
災
伝
承
施

設「
南
浜
つ
な
ぐ
館
」が
あ
る
。決
し
て
大

規
模
な
施
設
で
は
な
い
が
、館
内
に
は
街

並
み
の
再
現
模
型
や
パ
ネ
ル
な
ど
多
種
多

様
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を
、工
夫
を
凝
ら
し
て

展
示
し
て
い
る
。こ
こ
で
震
災
の
記
憶
を

留
め
る
活
動
に
取
り
組
む（
公
社
）３
・

11
み
ら
い
サ
ポ
ー
ト
の
阿
部
豊
和
氏
は

太
平
洋
に
突
き
出
た

港
湾
の
町
・
牡
鹿

　

女
川
町
の
南
に
位
置
す
る
石
巻
市
の

牡
鹿
エ
リ
ア
、鮎
川
港
ま
で
足
を
伸
ば

す
。女
川
か
ら
蛇
行
す
る
山
道
を
車
で
南

下
す
る
と
二
〇
二
〇
年
七
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た「
ホ
エ
ー
ル
タ
ウ
ン
お
し
か
」の
大

屋
根
が
見
え
て
く
る
。捕
鯨
産
業
で
隆
盛

を
誇
っ
た
鮎
川
の
歴
史
を
伝
え
る
展
示

施
設「
お
し
か
ホ
エ
ー
ル
ラ
ン
ド
」、三
陸

復
興
国
立
公
園
と
牡
鹿
半
島
エ
リ
ア
の

自
然
や
人
々
の
暮
ら
し
を
紹
介
す
る「
牡

鹿
半
島
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」、飲
食
店

や
鯨
歯
工
芸
の
店
舗
が
出
店
す
る
観
光

物
産
交
流
施
設「
Ｃこ

っ

つ

ｏ
ｔ
ｔ
ｕ
」か
ら
な

る
観
光
拠
点
だ
。

　
こ
の
地
区
で
は
地
域
再
生
拠
点
エ
リ
ア

石
巻
市

館内には、かつての街並みを再現した模型や思い出の品が
展示され、また、震災遺構を体感するVRシステムから映像
を自由に閲覧できるシアタールームが完備されている。新型
コロナウイルスの影響で一部展示を休止しているものの、パ
ネルや映像で石巻の過去と現在を知ることができる。後背
地では石巻南浜津波復興祈念公園の整備が進む。

記憶を収集・展示する　南浜つなぐ館

壊滅的な被害を受けた旧北上川の河口部は堤防整備計画により景観に配慮した
憩いと交流の場として生まれ変わった。「いしのまき元気市場」は新鮮な魚介などを
販売する店舗やフードコートが人気を集め、隣接する「かわまち交流センター」ととも
に石巻の観光拠点になっている。

河口部の観光拠点に　いしのまき元気市場

震災から2週間経った頃に設置された「がんばろう！石巻」
の看板。震災木材などで作成された。看板を作ったメンバー
らにより、この看板付近では定期的に様々なイベントが催
されている。なお、現在の看板は2代目。

ホエールタウンおしか 鮎川港

整備の進む石巻南浜津波復興祈念公園を上空より望む

いしのまき元気市場
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「
パ
ネ
ル
や
絵
葉
書
、Ｖ
Ｒ
の
ア
プ
リ
な
ど

も
手
弁
当
で
整
備
し
て
き
ま
し
た
。こ
こ

に
来
る
こ
と
で
気
付
い
て
い
た
だ
け
る
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
」と
話

す
。県
外
か
ら
多
く
の
人
が
足
を
運
ん
で

く
れ
る
が
、地
元
市
民
は
多
く
は
な
い
と
、

こ
う
言
葉
を
継
ぐ
。「
受
け
と
め
る
に
は

ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。市
民
の
気
持
ち
に
配
慮
し
な
が
ら
、

地
域
と
と
も
に
将
来
へ
向
け
て
展
示
を
拡

充
し
て
い
き
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
た
。

　

同
法
人
の
中
川
政ま

さ
は
る治

専
務
理
事
は
震

災
伝
承
の
意
義
を
こ
う
語
る
。「
震
災
直

後
に
石
巻
入
り
で
き
た
の
は
、道
路
の
迅

速
な
復
旧
に
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様
の

お
陰
で
す
。イ
ン
フ
ラ
や
伝
承
施
設
の
整

備
は
必
要
条
件
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す

が
、そ
の
整
備
の
意
義
、有
効
性
を
真
剣

に
考
え
な
が
ら
地
元
に
寄
り
添
っ
た
伝

承
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」。

　

中
川
専
務
理
事
は
、伝
承
施
設
の
整
備

後
、語
り
部
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
取
組
み

に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
明
か
す
。

「
今
後
は
官
民
で
未
来
に
向
け
た
協
働

体
制
を
構
築
し
、継
続
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
大
き
な
課
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
」

と
、次
の
一
〇
年
先
を
見
据
え
て
い
た
。

復
興
を
後
押
し
す
る

町
の
護
り
手
・
防
潮
堤

　

石
巻
市
街
か
ら
北
東
方
面
、雄お

が
つ勝
エ

リ
ア
に
向
か
っ
た
。実
に
町
全
体
の
八
割

が
津
波
に
よ
り
流
出
し
た
地
区
だ
。最
大

九
・
七
㍍
の
防
潮
堤
が
三
・
五
㌔
㍍
に
わ

た
り
沿
岸
部
を
包
囲
す
る
。五
年
ほ
ど
前

の
計
画
当
時
は
観
光
資
源
と
も
い
え
る
雄

勝
の
景
観
を
重
視
す
る
住
民
と
、イ
ン
フ

ラ
の
整
備
や
再
建
さ
れ
た
工
場
な
ど
町
を

津
波
か
ら
護
る
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
行

政
の
間
で
議
論
が
繰
り
返
さ
れ
た
。そ
の

防
潮
堤
の
上
の
高
台
に
、オ
ー
プ
ン
間
も

な
い
観
光
拠
点「
硯け

ん
じ
ょ
う上

の
里
お
が
つ
」が

あ
る
。雄
勝
の
特
産
品
店
や
寿
司
店
、カ

フ
ェ
な
ど
が
軒
を
連
ね
る「
お
が
つ
・
た

な
こ
や
」、生
産
量
全
国
一
位
を
誇
る
硯

す
ず
り

に
特
化
し
た
展
示
施
設「
雄
勝
硯
伝
統
産

業
会
館
」が
入
居
す
る
。こ
の
日
も
大
型

バ
ス
で
中
学
生
た
ち
が
訪
れ
て
い
た
。

　

内
陸
部
か
ら
沿
岸
部
に
延
び
る
復
興

支
援
道
路
、宮
城
、岩
手
、青
森
の
三
県

を
縦
貫
す
る
復
興
道
路
、そ
こ
か
ら
毛
細

血
管
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
道
路

を
辿
る
こ
と
で
多
く
の
観
光
客
、見
学
者

を
は
じ
め
と
す
る
人
流
の
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
。

浜
辺
の
災
禍
を

伝
承
す
る
駅
舎

　

仙
台
と
石
巻
を
つ
な
ぐ
Ｊ
Ｒ
仙
石
線

も
津
波
に
の
ま
れ
大
き
な
被
害
を
被
っ

た
。そ
の
甚
大
さ
が
際
立
っ
た
陸
前
大
塚

駅
～
陸
前
小
野
駅
間
の
復
旧
は
、宮
城

県
東
松
島
市
の
復
興
ま
ち
づ
く
り
と
一

体
で
計
画
さ
れ
、東と

う
な名

駅
、野の

び
る蒜

駅
を
含

む
三
・
五
㌔
㍍
が
内
陸
側
に
付
け
替
え

ら
れ
た
。こ
の
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
経
て

仙
石
線
は
二
〇
一
五
年
五
月
に
全
線
開

通
を
果
た
し
た
。し
か
し
、海
岸
に
近
い

か
つ
て
の
野
蒜
駅
の
駅
舎
と
ホ
ー
ム
は

元
あ
っ
た
場
所
に
残
さ
れ
て
い
る
。泥
を

か
ぶ
っ
た
券
売
機
、折
れ
曲
が
っ
た
標
識

は
、駅
舎
を
改
装
し
た「
東
松
島
市
震
災

復
興
伝
承
館
」で
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
。開
館
は
二
〇
一
六
年
十
月
、こ
れ
ま

で
に
延
べ
約
一
二
五
、〇
〇
〇
人
以
上
が

来
館
し
た
と
い
う
。

　

新
し
い
野
蒜
駅
は
山
を
崩
し
て
整
備

し
た
高
台
に
、住
宅
と
と
も
に
移
転
し

た
。被
災
地
最
大
規
模
、海
を
見
下
ろ
す

よ
う
に
造
成
さ
れ
た
九
二
㌶
の
野
蒜
団

地
に
は
約
一
、二
〇
〇
人
が
暮
ら
す
。そ

の
団
地
に
も
住
宅
街
を
貫
く
よ
う
に
真

新
し
い
道
路
が
走
っ
て
い
る
。

　

東
北
の
太
平
洋
沿
岸
部
を
走
る
道
路

は
幹
線
道
路
に
限
ら
ず
、美
し
く
新
調
さ

れ
た
よ
う
な
佇
ま
い
が
あ
っ
た
。一
〇
年

前
、こ
こ
に
瓦
礫
が
山
積
し
、車
両
は
も

ち
ろ
ん
人
の
往
来
も
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た

状
況
を
想
像
す
る
。そ
し
て
今
、道
は
つ

な
が
り
、更
に
面
的
に
広
が
る
東
北
の
復

興
を
担
っ
て
い
く
。

「伝承施設や公園を巡るだけでなく、語り部の言葉と心に触れることで、実
体験に基づいた、よりリアルな東日本大震災、防災の重要性を知ることがで
きると思います」。

雄勝町を護る防潮堤は既に完成。その壮大さに目を見張った。要塞のよう
な強固な防壁から当時の町の葛藤が伝わってくる。その上には硯の展示館
と商業施設がオープンした。防潮堤の壁面をキャンバスに見立て、アーティ
ストが描く作品を展示、公開する防潮堤美術館のプロジェクトなども動き始
めている。

津波で大きな被害を受けた東松島市野蒜地区では野蒜北部の丘稜地を造成し、高台への集団移転を行っている。2017
年2月号で訪れた野蒜地区には住宅が建ち始め、小学校も完成するなど、復興まちづくりが着実に進んでいた。

JR仙石線の旧野蒜駅舎を改装した「東
松島市震災復興伝承館」。津波警報の
発報で2階のベランダから3階へ避難し
命をつないだ市民がいた。その切迫した
状況が、残された駅舎や券売機の展示
から伝わってくる。近くではお雇い外国
人ファン・ドールンの構想による明治期
の野蒜築港跡に触れることもできる。

公益社団法人3.11みらいサポート

専務理事　中川 政治 さん

雄勝湾に建設された防潮堤と、硯上の里おがつ

集団移転で進む新たなまちづくり

津波の脅威を伝え続ける

「東松島市東日本大震災復興祈念公園」は、広場、旧野蒜駅を改修した震災復興伝承館、旧野蒜駅のプラットホームなど
で構成される。広場につくられた、市内で犠牲となった1,109名の魂を鎮める慰霊碑の上には、来襲した津波の高さ3.7m
を示すモニュメントがそびえる。

東
松
島
市

東松島市震災復興伝承館野蒜築港跡

雄勝湾に建設された防潮堤

硯上の里おがつ

2017年
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